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個
人
質
問

令
和
3
年
度
以
降
の
整
備
事
業
の
予
定
と

将
来
構
想
は
。
ま
た
、
市
民
を
対
象
に
現

地
見
学
会
等
を
実
施
し
な
い
か
。

Ａ
　
古
代
吉
備
の
歴
史
を
学
ぶ
場
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
築
造
当
時
の
姿
の
復
元
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
3
年
度
は
、
前
方
部

の
墳
丘
造
成
、
埴
輪
レ
プ
リ
カ
の
設
置
、
石

室
内
の
見
学
設
備
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
4

年
度
の
完
成
を
目
指
す
。

　
完
成
後
は
、
地
域
住
民
や
関
連
部
署
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
造
山
古
墳
と
一
体
的

に
管
理
、
活
用
を
図
り
、
情
報
発
信
に
努
め

た
い
。

Ａ
　
3
年
度
以
降
、
発
掘
・
測
量
調
査
に
着

手
す
る
。
新
た
な
窯
跡
や
工
房
に
関
す
る
遺

構
の
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査

を
行
っ
た
場
合
は
、
見
学
者
の
安
全
面
を
最

優
先
に
、
広
く
市
民
に
公
開
す
る
予
定
。

　
調
査
結
果
を
も
と
に
、
国
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
史
跡
の
保
存
・
整
備
の
計
画
を
定
め
、

工
事
に
着
手
す
る
。

築
造
当
時
の
姿
を
復
元
し

吉
備
路
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上

Ｑ
　
点
在
す
る
観
光
資
源
を
面
で
活
用
す

る
に
は
魅
力
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
文
化

財
と
観
光
の
融
合
に
よ
る
新
た
な
魅
力
づ

く
り
事
業
を
進
め
る
中
、
千
足
古
墳
の
復

元
整
備
内
容
と
完
成
後
の
管
理
・
運
営
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

道
路
整
備
の
見
通
し
と
今
後

Q
　
岡
山
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
計
画
の

重
点
整
備
地
区
に
上
道
駅
等
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

工
事
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
都
市
計
画
道
路

米
倉
津
島
線
は
事
業
化
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
吉
備
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
24
時
間
・
大
型
車

対
応
は
、
事
業
者
と
基
本
協
定
を
締
結
し
、

今
後
、
用
地
買
収
や
文
化
財
調
査
を
進
め
る
。

Ｑ
　
進
行
中
の
道
路
事
業
の
見
通
し
と
、

今
後
重
点
的
に
進
め
て
い
く
事
業
は
。

24
時
間
・
大
型
車
対
応
す
る
吉
備
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
イ
メ
ー
ジ
図

東
大
寺
瓦
窯
跡
地
か
ら
出
土
し
た
瓦

Ａ
　
外
環
状
線
の
市
道
藤
田
浦
安
南
町
線
は
、

令
和
3
年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
全
線

で
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
県
道
岡
山
赤
穂
線

は
、
国
道
2
5
0
号
か
ら
県
道
東
岡
山
御
津

線
区
間
の
早
期
供
用
に
向
け
Ｊ
Ｒ
立
体
交
差

部
で
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
状
況
に
よ
り
中

井
か
ら
土
田
の
区
間
を
整
備
す
る
。

　
中
環
状
線
の
都
市
計
画
道
路
下
中
野
平
井

線
は
用
地
取
得
が
ほ
ぼ
完
了
、
旭
川
の
橋
梁

仮
に
本
市
と
Ｊ
Ｒ
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な

い
場
合
、
本
市
整
備
部
分
を
先
行
実
施
で

き
な
い
か
。

鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

本
市
整
備
部
分
の
先
行
実
施
を
検
討

Ａ
　
本
市
の
自
動
車
分
担
率
は
1
9
7
1
年

か
ら
約
40
年
間
で
27
％
か
ら
60
％
に
倍
増
し
、

公
共
交
通
は
半
減
し
た
。
し
か
し
、
市
内
33

の
鉄
道
駅
の
1
日
あ
た
り
の
乗
降
客
数
は
2

0
0
5
年
か
ら
15
年
間
で
27
％
増
加
。
ま
た
、

低
床
車
両
の
導
入
支
援
や
岡
山
駅
東
口
の
バ

ス
乗
り
場
再
編
等
で
、
減
少
傾
向
だ
っ
た
路

面
電
車
の
利
用
者
数
は
2
0
1
1
年
か
ら
微

増
、
路
線
バ
ス
の
利
用
者
数
は
2
0
0
6
年

か
ら
横
ば
い
に
転
じ
た
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
公
共
交

通
利
用
は
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
高
齢
者

障
が
い
者
の
運
賃
割
引
等
、
利
用
環
境
の
向

上
に
取
り
組
む
。

公
共
交
通
の
利
用
環
境
の
向
上

Ｑ
　
市
民
意
識
調
査
で
公
共
交
通
の
充
実

が
重
要
と
考
え
る
市
民
は
増
え
て
い
る
が
、

市
民
の
交
通
手
段
は
変
化
し
て
い
る
か
。
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Ａ
　
施
設
管
理
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行

い
、
実
施
時
期
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
橋
上
駅
で
あ
る
上
道
駅
は
、
改
札

内
側
に
Ｊ
Ｒ
、
外
側
に
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
Ｊ
Ｒ
が
設
置
に
時
間
を
要
す
る
場
合
は

本
市
が
先
行
し
て
設
置
す
る
こ
と
も
、
令
和

4
年
度
予
算
の
編
成
時
期
に
検
討
し
た
い
。

今
後
の
東
大
寺
瓦
窯
跡
整
備
事
業

Ｑ
　
東
区
瀬
戸
町
万
富
の
国
指
定
史
跡
万

富
東
大
寺
瓦
窯
跡
は
、
平
安
時
代
末
期
の

戦
乱
で
焼
失
し
た
奈
良
東
大
寺
の
再
建
に

用
い
る
瓦
を
焼
い
た
重
要
な
史
跡
で
あ
る
。

　　総務委員会
令和3年度岡山市一般会計予算ほか13件の議

案が付託され、賛成多数または全会一致で原案

のとおり可決ならびに同意すべきものと決定し

た。

（主な審査項目など）
・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
　について
・被災想定調査業務について　など

市議会日誌(令和３年１月13日～４月12日)　　
1月１５日　１月臨時市議会、新型コロナウイルス感染症対策、　　　
　　　　　　人口減少対策調査特別委員会
 ２月１５日　議会運営委員会
　　 １６日　総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、　　　　
　　　　　　子ども・文教委員会及び同協議会
　　 １７日　新庁舎整備調査特別委員会
　　 １８日　２月定例市議会開会
 ２月２５日～３月１日　６会派による代表質問
 ３月 ２ 日　  議会運営委員会
      　 ２日～８日　29人の議員による個人質問
　 　　９日　総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、子ども・文教委員会
　　 １０日　市民・産業、都市・環境、子ども・文教委員会
　　 １１日　総務委員会
　　 １２日　議会運営委員会
　　 １５日　２月定例市議会閉会
　　 １６日　大都市制度、災害に強いまちづくり、
　　　　　　 ダイバーシティ推進調査特別委員会
　　 ２２日　総務委員会
　　 ２６日　新庁舎整備調査特別委員会
 ４月１２日　議会運営委員会

常
任
委
員
会

審
査
か
ら 常任委員会審査から

議論となった点について、委員長報告の要旨や
審査・調査項目を掲載

地域担当職員の防災士資格取得を進める
地域担当職員には防災士の資格が必要だ。全員
に防災士の資格取得をお願いしたいが、未取得
者への対応は。

地域での防災意識が高まっており、防災士養成
講座の募集にあわせ受講の勧奨を積極的に行い
資格取得を進めていきたい。

保健福祉・協働委員会

（主な審査項目など）
・移住定住促進事業 
・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　など

都市・環境委員会
岡山市公園条例の一部改正

平成29年に都市公園法が改正されている。関
連する条例の改正が今になったのはなぜか。

法改正当時は、特に社会福祉施設から占用の相
談がなかった。

相談があった段階で、なぜ議会への説明がなか
ったのか。市が主体的に都市公園を運営してい
くためにも事前に議会に報告する必要がある。

（主な審査項目など）
・岡山市屋外広告物条例の一部改正について
・令和３年度岡山市水道事業会計予算について　など

（主な審査項目など）
・指定管理者の指定について
・岡山芸術創造劇場整備事業　など

委員長報告は市議会ホームページに
掲載しています。

委員委員

市

市民・産業委員会
モデル地区実証事業で農作物被害対策を検証

有害獣捕獲柵補助金の対象となる設置場所は耕
作をしている農地に限られているが、農地に隣
接する山林の中に設置する方が効果的・効率的
な場合があるため、柔軟に考えてほしい。

来年度行う８カ所のモデル地区実証事業で、そ
のような課題を含めて検証していきたい。

委員委員

市

委員委員

委員

市

子ども・文教委員会
利用者が困らないよう安定的に運営してもらう

移行しない放課後児童クラブの保護者は、今後
を心配すると思うので丁寧に説明してほしい。

地域の運営委員会から要請があれば、説明する
ことも考えており、運営委員会で議論してほし
い。その結果、今後も単独運営する場合は、一
定の水準で適正かつ安定的に運営してもらい、
利用者が困ることのないようにしてもらう。

委員委員

市

（主な審査項目など）
・新岡山学校給食センター（仮称）整備事業
・児童福祉施設等の ICT 化推進事業　など

・

ま
ち
づ
く
り
・
文
化

Com
m
unityPlanning
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